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上記のように、患者様ご自身が気付けない場合でも、連携医の皆様

であれば代わりに気付いてあげることができる、そんな機会も多数あ

るかと思います。もし当科の対象疾患でお困り・お悩みの患者様がい

らっしゃいましたら、是非とも当科、もしくは地域医療連携室へお気軽

にご相談いただければ幸いです。 

北海道医療センターには２８の診療科があります。その中で活躍する様々な診療科・診療部門が
今取り組んでいる課題や最新の医療知識などをご紹介していきます。  

 

 

【形成外科】 

是非、お困りの患者様がいらっしゃいましたら 
当科へご相談ください。 

聞くに聞けない 
「形成外科」ってどんなところ？ 

当院には「形成外科」がありますが、「形成外科」と聞いてどんな患者さんを送ればいいのかわからない…と

いう連携医の皆様のお声をお聞きすることがありますが、「形成外科」では身体に生じた組織の異常や変

形、欠損、あるいは形容的な丌満足(擦り傷・切り傷、熱傷、ほくろ・あざ・できもの、眼瞼下垂など)に対して、

あらゆる手法や特殊な技術を駆使し、その機能のみならず見た目にもより美しくすることで、患者様のQOL

（Quality of Life=生活の質）を向上させる外科系の専門領域です。 

怪我の痕って治せるの？ 

今現在も、一般の患者様で「気になるけれども命に直接関わる

ものではない」「怪我の痕が気になるけど、治せるものではな

い」など、形成外科の対象疾患（詳細は下記※印を参照）を「治

すことのできない・わざわざ治す必要のないもの」として看過し

ている方も多くいらっしゃいます。気になる＝心の丌満足を解消

できるかもしれない手段がある、という情報をご存じないことが、

その方のQOLを知らずに下げている可能性があるのです。 
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※主な対象疾患：新鮮外傷、新鮮熱傷、顔面骨折、唇裂、母斑、血管腫、創部再建・瘢痕・瘢痕拘縮 

  ケロイド、褥瘡、眼瞼下垂、良性腫瘍（ほくろ、あざ、できもの）  他 

形成外科で治療を受けた方々が、笑顔で

再び社会生活に復帰してゆく姿を見るこ

とがわたしたちの最高の喜びです。 


